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はじめに

本県における高校改革の取組は、平成５年の「大分県学校教育審議会答申 （生徒減」

少期に対応する高等学校教育の在り方について）や、平成１１年の「大分県公立高等学

校適正配置等懇話会報告 （大分県立高等学校の学校規模の適正化及び学校・学科の適」

正配置等の在り方について）を基本的な考え方として進めてまいりました。

平成１６年には県内各界各層の委員からなる「高等学校改革プラン検討委員会」を設

置して高等学校の再編整備等についての検討を依頼し、その「報告書」等をもとに平成

１７年３月には「高校改革推進計画」を策定しました。この計画において、今後１０年

間の再編整備計画策定の基本となる「再編整備指針」を決定するとともに、平成１７～

２１年度を前期とした再編整備計画を発表し、現在着実に推進しているところです。

平成２２年度からの「後期再編整備計画」につきましても、前期と同様 「再編整備、

指針」を基本に据えて検討することとし、平成１９年１０月、県内のＰＴＡ関係者、学

校教育関係者、学識経験者、産業経済関係者等の代表者からなる高等学校再編整備懇話

会を開催して、これまでの「高校改革推進計画」の取組状況について説明・検証すると

ともに、広くご意見をお伺いしました。

平成２０年１月にはこれまでの基本的な考え方や様々なご意見等をもとにして後期再

編整備計画の策定に向けた検討素案を発表し、県内各地域での懇話会や説明会を重ね、

それぞれの地域における再編整備の在り方について説明するとともに、ご意見・要望等

をお聞きしてまいりました。そして、これらのご意見・要望を総合的に勘案しながら審

、 、 、 、 、 、議を重ね 平成２０年４月には再編対象校 校地 学科 学級数 統合方法等について

より具体的な「中間まとめ」として発表し、その後、県内各地域での懇話会や説明会を

重ねるとともに、広く県民対象のパブリックコメントを実施してまいりました。

、 、県の懇話会や地域での懇話会 さらには地域別の説明会やパブリックコメントにより

再編整備に対する多くのご意見や要望等をいただく中で、地域振興、農業単独校等を論

点とする激しい議論が交わされてまいりましたが、教育委員会といたしましては、地域

に子どもたちの数が少なくなっているという現状の中で、あくまでも「子どもたちにと

って真に望ましい学校づくりはいかにあるべきか」という教育の本質論を見据えた考え

方に立って「後期再編整備計画」を策定いたしました。

今後とも大分県の高校教育が充実し、生徒一人一人の進路希望が達成できるよう特色

・魅力・活力ある学校づくりを基本に据え、この計画の推進に努めてまいります。

大分県教育委員会



目 次

１ 後期再編整備計画の期間 … １

２ 基本的な考え方 … １

３ 後期再編整備計画（平成２２～２７年度） … ２

４ 地域ごとの再編整備計画 … ４

（１）別杵・速見地域（杵築市、日出町） … ４

（２）別杵・速見地域（別府市） … ５

（３）大分・由布地域（由布市） … ７

（４）大分・由布地域（大分市） … ８

（５）臼津地域（臼杵市 、大分・由布地域（大分市） … ８）

（６）臼津地域（臼杵市、津久見市） … ９

（７）佐伯地域（佐伯市） …１０

（８）日田・玖珠地域（玖珠町） …１１

５ 高等学校の再編整備計画策定に係る「農業（高校）の

基本的な考え方」について …１２

６ 募集停止の基準 …１３

【参考資料】

○「高校改革」の経緯 …１５

○「高校改革推進計画 （平成１７年３月２９日策定）」

からの抜粋等（再編整備関係） …１６

○前期再編整備計画（平成１７～２１年度）の進捗状況 …１８

○大分県中学校卒業者数の推移 …１９



１ 後期再編整備計画の期間

平成２２年度から２７年度

２ 基本的な考え方

高校改革推進計画（平成１７年３月２９日策定）の「再編整備指針」に基づき、地域

の実情や学校を取り巻く状況等を総合的に勘案しながら計画を策定する。

再編整備指針

今後の中学校卒業予定者数の推移、学校数、普通科・専門学科・総合

学科の配置等を勘案し、さまざまな生徒の学習ニーズに応じた新しいタ

イプの学校を設置するとともに、子どもたちが社会の変化に十分対応で

きるよう教育環境の整備を図る。

また、教育の機会均等という原点に立ち返り「子どもたちにとって、

真に望ましい学校」という視点に立って進める。

（１）県全体の適正な学校配置を勘案しながら、現在の各通学区域（６通

学区域 )内に、普通科高校と専門高校等、選択可能な学校を複数配置

するとともに、さまざまな生徒の学習ニーズに対応するため、総合選

択制高校や中高一貫教育校・独立単位制高校等の新しいタイプの学校

の設置・導入に努める。

（２）現在の各通学区域（６通学区域）内の学校・学科の発展的統合等に

より１学年６～８学級の適正規模化を図る。ただし、生徒や地域の実

情及び学校・学科の設置状況等により、１学年４～５学級ができるこ

とも止むを得ない。

（３）再編整備は、生徒数の減少傾向の下げ止まりが予想される平成２６

年度までを見据え、県全体の適正な学校配置を勘案しながら原則とし

て生徒減少が著しい地域から順次取り組むこととする。

当面は、平成２１年度までの再編整備計画を策定することとし、以

降については、再編整備の進捗状況や成果、学校教育を取り巻く状況

等を踏まえながら推進することとする。
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３ 後期再編整備計画（平成２２～２７年度）

地域 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

山香農業、日出暘谷 別府青山、別府羽室台

（農業・工業 別府商業別杵・速見

（ ）・総合学科） 普通・商業・外国語

総合選択制 単位制 ８学級程度

５学級程度

［別府商業高校が別府市独立単位制高校 由布 大分南（福祉新設） 大分東（農業新設）

から県に移管されない大分・由布 ［前期再編整備計 （連携型中高一貫教 （普通・福祉） （普通・農業）

場合］画による］ 育の導入） ８学級程度 総合選択制

（普通） ４学級 ６学級程度 別府青山、別府羽室台

（普通・外国語）

単位制 ６学級程度

臼杵商業、海洋科学 野津廃止(H26.3) 佐伯豊南、佐伯鶴岡

津久見 （農業・工業・福祉（２４年度入学生から

（本校:普通・工業 ・総合学科）臼津・佐伯 募集停止）

・商業） 総合選択制

総合選択制 ６学級程度

６学級程度

（分校:水産）

１学級

海洋科学は現在地

で分校

玖珠農業、森

（普通・農業）日田・玖珠

総合選択制

５学級程度

：校地となる学校
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後期再編整備計画（平成２２～２７年度）の概要

●日田林工

●三重総合・久住校

○竹田

●野津

佐伯鶴岡●
○佐伯鶴城

□津久見

●

臼杵商業

海洋科学●

玖珠農業●

○中津南・耶馬溪校

●宇佐産業科学
○宇佐

●
国東・双国校

国東

□

杵築○
●

山香農業

△日出暘谷

□別府羽室台

○別府鶴見丘

別府商業●

大分西△
大分上野丘○

大分雄城台○

由 布 ○

□ ●
●
○

大分舞鶴

大分商業

芸術緑丘
大分鶴崎

○
●鶴崎工業

●情報科学

●大分工業

○大分南

□大分東

大分豊府

○高田

○森

○日田

○臼杵

□三重総合

○安心院

●

中津新設

○中津南

中津北○

○別府青山

【平成２５年度】
山香農業高校 農業(1)・工業(1)
日出暘谷高校 総合学科(3)

総合選択制 ５学級程度

【平成２７年度】
別府青山高校 普通(4)・商業(3)
別府羽室台高校 外国語(1)
別府商業高校 単位制 ８学級程度

［別府商業高校が別府市から県に移管されない場合］
別府青山高校 普通(5)・外国語(1)
別府羽室台高校 単位制 ６学級程度

【平成２３年度】
由布高校

連携型中高一貫教育の導入
普通(4)

【平成２４年度】
［本校］

臼杵商業高校 普通(2)・工業(2)
海洋科学高校 商業(2)
津 久 見 高校 総合選択制

６学級程度
［分校］

（海洋科学高校は 水産(1)
現在地で分校）

【平成２４年度】
大分南高校に福祉系学科設置

普通(6)・福祉(2)
８学級程度

【平成２６年度】
佐伯豊南高校 農業(1)・工業(1)・福祉(1)・総合学科(3)
佐伯鶴岡高校 総合選択制 ６学級程度

【平成２７年度】
玖珠農業高校 普通(4)
森 高 校 農業(1)

総合選択制
５学級程度

独立単位制

□

（凡例）○：普 通

●：専 門

□：専門・普通

△：総 合 学 科

【平成２５年度】
大分東高校に農業系学科設置

普通(4)・農業(2)
総合選択制 ６学級程度

（国際コミュニケーション科を募集停止）

【平成２４年度】
野津高校を募集停止
（廃止は平成２６年３月３１日）

日田三隈△

佐伯豊南△
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４ 地域ごとの再編整備計画

（１）別杵・速見地域（杵築市、日出町）

○山香農業高校と日出暘谷高校を統合し、総合選択制高校とする。

平成２０年度 山香農業高校：農業系学科２学級

第１学年 日出暘谷高校：総合学科４学級

新設高校の場所 現 日出暘谷高校の校地（日出町）

開校年度 平成２５年度（平成２５年４月１日）

設置学科及び 農業系学科１学級・工業系学科１学級・総合学科３学級程度

学校規模 １学年５学級程度

農場等の活用 山香農業高校の農場や宿泊施設等は、新設高校及び農業系学科を設置する

高校の施設として活用するとともに、県内の児童・生徒及び教職員等の実習

の場、研修の場、体験の場としての新たな活用を図り、農業を通じて広く人

材育成を推進する。

○統合の手順

山香農業 日出暘谷
平成２４年度 ３　年 新設高校 ３　年
（開校前年度） ２　年 開校準備室 ２　年

１　年 （日出暘谷） １　年

平成２５年度 ３　年 ３　年
（開校１年目） ２　年 新設高校 ２　年

募集停止 １　年 募集停止

平成２６年度 ３　年 新設高校 ３　年
（開校２年目） ２　年

１　年

新設高校
平成２７年度 ３　年
（完成年度） ２　年

１　年
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別 府 青 山 別 府 羽 室 台 別 府 商 業
平 成 ２ ６ 年 度 ３ 　 年 新 設 高 校 ３ 　 年 ３ 　 年
（ 開 校 前 年 度 ） ２ 　 年 開 校 準 備 室 ２ 　 年 ２ 　 年

１ 　 年 １ 　 年 １ 　 年

平 成 ２ ７ 年 度 ３ 　 年 ３ 　 年 ３ 　 年
（ 開 校 １ 年 目 ） ２ 　 年 新 設 高 校 ２ 　 年 ２ 　 年

募 集 停 止 １ 　 年 募 集 停 止 募 集 停 止

平 成 ２ ８ 年 度 ３ 　 年 新 設 高 校 ３ 　 年 ３ 　 年
（ 開 校 ２ 年 目 ） ２ 　 年

１ 　 年

新 設 高 校
平 成 ２ ９ 年 度 ３ 　 年
（ 完 成 年 度 ） ２ 　 年

１ 　 年

（ 別 府 青 山 ま た は 別 府 商 業 ）

（２）別杵・速見地域（別府市）

○別府青山高校、別府羽室台高校、別府商業高校を統合し、単位制高校とする。

平成２０年度 別府青山高校：普通科４学級

第１学年 別府羽室台高校：普通科３学級・外国語科１学級

別府商業高校：商業系学科４学級

（※）別府鶴見丘高校：普通科６学級

新設高校の場所 現 別府青山高校と別府商業高校を併せた校地（別府市）

開校年度 平成２７年度（平成２７年４月１日）

設置学科及び 普通科４学級・商業系学科３学級・外国語科１学級程度

学校規模 １学年８学級程度

（※）別府鶴見丘高校を普通科１学年８学級程度とする。

教育の特色 外国語科を中心として、立命館アジア太平洋大学（ＡＰＵ）との連携をよ

り一層強めるため高大連携を推進する協議会を設置し、生徒のニーズに対応

した特色ある学校づくりをすすめる。

（注）平成２０年７月、別府市長及び別府市教育長から知事及び県教育長あてに提出された別府商業

高校の県立移管の要請を受けて、再編整備計画を示したものである。

県教育委員会としては県立移管を前提として再編整備を進めるが、仮に県立移管が決定されな

かった場合は次ページのとおりとする。

○統合の手順

（※）開校年度から２年間は、県立の新設高校と市立の別府商業高校が施設等を共同で使用すること

となる。
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［別府商業高校が別府市から大分県に移管されない場合］

○別府青山高校と別府羽室台高校を統合し、単位制高校とする。

平成２０年度 別府青山高校：普通科４学級

第１学年 別府羽室台高校：普通科３学級・外国語科１学級

新設高校の場所 現 別府青山高校の校地（別府市）

開校年度 平成２７年度（平成２７年４月１日）

設置学科及び 普通科５学級・外国語科１学級程度

学校規模 １学年６学級程度

教育の特色 外国語科を中心として、立命館アジア太平洋大学（ＡＰＵ）との連携をよ

り一層強めるため高大連携を推進する協議会を設置し、生徒のニーズに対応

した特色ある学校づくりをすすめる。

○統合の手順

別府青山 別府羽室台
平成２６年度 ３　年 新設高校 ３　年
（開校前年度） ２　年 開校準備室 ２　年

１　年 （別府青山） １　年

平成２７年度 ３　年 ３　年
（開校１年目） ２　年 新設高校 ２　年

募集停止 １　年 募集停止

平成２８年度 ３　年 新設高校 ３　年
（開校２年目） ２　年

１　年

新設高校
平成２９年度 ３　年
（完成年度） ２　年

１　年
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（３）大分・由布地域（由布市）

○由布高校に連携型中高一貫教育を導入する。

由布高校：普通科２学級
平成２０年度

第１学年

導入年度 平成２３年度（平成２３年４月１日）

（※）平成２１～２２年度の２カ年は研究指定校として具体的な取組を

実施する。

設置学科及び 普通科 １学年４学級

学校規模

【具体的な取組等】

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

県教育委員会 ○入学定員を１学級増 ○入学定員を１学級増

１学年３学級 １学年４学級

○平成２１～２２年度にかけて連携型中高一貫教育

に係る研究指定

（※）

［２カ年の研究事項の例］

由 布 高 校 ○由布高校普通科への多様なコース設定の研究

○連携型中高一貫教育・特別進学コース

の導入由布市内３中学校 ・情報ビジネスや観光コース 等

○中高の相互乗り入れ授業の研究

○中高の交流行事の研究

○連携中学校合同テストの研究

由布市教育委員会 ○中高一貫教育推進の条件整備

・連携型中高一貫教育の導入に係る教職員の応分の

負担

・由布高校への通学に対するコミュニティバス（ス

クールバス）の運行

・由布高校生徒への奨学金の拡充

（※）ただし、平成２１～２２年度に由布市からの志願者数が定員の３分の２以上となること。
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（４）大分・由布地域（大分市）

、 。○大分東高校の国際コミュニケーション科を廃止して農業系学科を設置し 総合選択制高校とする

（※）国際コミュニケーション科は農業系学科設置年度から募集停止とする。

大分東高校：普通科３学級・国際コミュニケーション科１学級平成２０年度

第１学年

実施年度 平成２５年度（平成２５年４月１日）

（※）国際コミュニケーション科は平成２５年度から募集停止する。

設置学科及び 普通科４学級・農業系学科２学級程度

学校規模 １学年６学級程度

農業系学科の 農業系学科は、進学や新しいタイプの都市型農業を目指し、現山香農業高

特色 校の農場や宿泊施設等の有効活用も図る。

（５）臼津地域（臼杵市 、大分・由布地域（大分市））

。○野津高校を廃止し、大分南高校に福祉系学科を設置する

（※）野津高校は福祉系学科設置年度から募集停止とする。

平成２０年度 野 津 高 校：福祉系学科２学級

第１学年 大分南高校：普通科６学級

実施年度 平成２４年度（平成２４年４月１日）

（※）野津高校は平成２４年度から募集停止する。

設置学科及び 普通科６学級・福祉系学科２学級程度

学校規模 １学年８学級程度

福祉系学科の 福祉系学科は、介護福祉士国家試験の受験資格が取得できる学科とする。

特色
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臼杵商業 津久見 海洋科学
平成２３年度 ３　年 新設高校 ３　年 ３　年
（開校前年度） ２　年 開校準備室 ２　年 ２　年

１　年 （津久見） １　年 １　年

新設高校（分校）

平成２４年度 ３　年 ３　年 ３　年
（開校１年目） ２　年 新設高校 ２　年 ２　年

募集停止 １　年 募集停止 １　年

新設高校（分校）

平成２５年度 ３　年 新設高校 ３　年 ３　年
（開校２年目） ２　年 ２　年

１　年 １　年

新設高校 新設高校（分校）

平成２６年度 ３　年 ３　年
（完成年度） ２　年 ２　年

１　年 １　年

（６）臼津地域（臼杵市、津久見市）

○臼杵商業高校、海洋科学高校、津久見高校を統合し、総合選択制高校とする。

海洋科学高校は現在地で、その分校とする。

平成２０年度 臼杵商業高校：商業系学科２学級

第１学年 海洋科学高校：水産系学科２学級

津 久見高校：普通科２学級・工業系学科２学級

（※）臼杵高校：普通科５学級

新設高校の場所 現 津久見高校の校地（津久見市）

分校：現 海洋科学高校の校地（臼杵市）

開校年度 平成２４年度（平成２４年４月１日）

設置学科及び 普通科２学級・工業系学科２学級・商業系学科２学級程度

学校規模 １学年６学級程度

分校：水産系学科 １学年１学級

（※）臼杵高校を普通科１学年７学級程度とする。

○統合の手順

［海洋科学高校について］

海洋科学高校は、津久見新設高校の分校となることから、校地はそのままで、生徒は海洋科学高

校から分校に転校することとなる。
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（７）佐伯地域（佐伯市）

○佐伯豊南高校と佐伯鶴岡高校を統合し、総合選択制高校とする。

平成２０年度 佐伯豊南高校：総合学科５学級

第１学年 佐伯鶴岡高校：農業系学科２学級・工業系学科１学級

新設高校の場所 現 佐伯鶴岡高校の校地（佐伯市）

開校年度 平成２６年度（平成２６年４月１日）

設置学科及び 農業系学科１学級・工業系学科１学級・福祉系学科１学級程度

学校規模 総合学科３学級程度

１学年６学級程度

福祉系学科の 福祉系学科は、介護福祉士国家試験の受験資格が取得できる学科とする。

特色

○統合の手順

佐伯豊南 佐伯鶴岡
平成２５年度 ３　年 新設高校 ３　年
（開校前年度） ２　年 開校準備室 ２　年

１　年 （佐伯鶴岡） １　年

平成２６年度 ３　年 ３　年
（開校１年目） ２　年 新設高校 ２　年

募集停止 １　年 募集停止

平成２７年度 ３　年 新設高校 ３　年
（開校２年目） ２　年

１　年

新設高校
平成２８年度 ３　年
（完成年度） ２　年

１　年
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（８）日田・玖珠地域（玖珠町）

○玖珠農業高校と森高校を統合し、総合選択制高校とする。

平成２０年度 玖珠農業高校：農業系学科２学級

第１学年 森 高 校：普通科４学級

新設高校の場所 現 玖珠農業高校の校地（玖珠町）

開校年度 平成２７年度（平成２７年４月１日）

設置学科及び 普通科４学級・農業系学科１学級程度

学校規模 １学年５学級程度

○統合の手順

玖珠農業 森
平成２６年度 ３　年 新設高校 ３　年
（開校前年度） ２　年 開校準備室 ２　年

１　年 （玖珠農業） １　年

平成２７年度 ３　年 ３　年
（開校１年目） ２　年 新設高校 ２　年

募集停止 １　年 募集停止

平成２８年度 ３　年 新設高校 ３　年
（開校２年目） ２　年

１　年

新設高校
平成２９年度 ３　年
（完成年度） ２　年

１　年
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５ 高等学校の再編整備計画策定に係る「農業（高校）の基本的な考え方」について

農業（高校）の再編整備については、前期再編整備計画と同様に次の考え方による。

１ 農業の再生が県政の最重要課題であることや、農業教育の果たす役割の重要性につい

ては認識しており、これまでも農林水産部とも十分協議して共通認識のもとに今回の計

画を策定したところである。

２ 農業教育の現状を見ると、農業科への中学生や保護者の進学希望が少ないことや、卒

業後の農業関係への就業者も少ないことなどがあり、農業高校を取り巻く状況は大変厳

しい。

３ そうした中で、これからの農業教育の重要性を鑑み、農業に関する学校・学科をどの

ようにして存続するのかという視点で検討した結果、農業を単独校として１校に集約す

るよりも、県内各地でそれぞれの地域に合った農業を学習できるよう、県内各地にバラ

ンスよく農業に関する学科を配置することとした。

４ これからの農業を担う若者には、農業を軸足として経営や商取引に関することなど幅

広い学習が必要になるとの指摘があり、農業科に所属していながら必要に応じて他学科

の学習もできるという総合選択制のメリットを、適正規模の高校の中で最大限に活用す

ることでより一層学習意欲が喚起され、進学力・就職力が向上し、ひいては農業教育の

充実にもつながる。

５ １８年度に開校した三重総合高校は、県内初の総合選択制高校として農業科が商業科

や普通科と併置されており、総合選択制のメリットを活かし、例えば農業科の生徒であ

、 。っても商業科の学習をして資格が取れるなど 生徒や保護者のニーズに対応できている

６ 総合選択制高校は、それぞれの学科の専門性や特色を維持しつつ他の学科との有機的

な連携を図りバランスのとれた学校経営に努める。

（参考）

○ 仮に農業高校を１校に集約すれば、多くの生徒は遠距離通学または寮生活を余儀

なくされる。

○ この１校への希望が少なくなれば、大分県から農業に関する学科がなくなること

が懸念される。

○ 適正規模の高校の中で各地にバランスよく配置するという考え方であれば、県全

体として１０学級以上の農業に関する学科が存続できるのに対し、１校に集約すれ

ば最大４学級程度となる。

、 。○ 今後 農業に関する学科へのニーズが高まれば学級・学科増で柔軟に対応できる
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　「大分県公立高等学校適正配置等懇話会報告」（平成１１年７月）よる募集停止基準
は、平成２２年４月から次のとおりとする。

　募集停止基準

対　　　象

Ｂ  １学年２学級の学校

Ｃ  定時制高校

Ｄ
 大半が小規模校の
 通学区の学校

　新募集停止基準

６　募集停止の基準

基　　　　　　　　　　準

　　２年連続して入学者が１０人未満

　　大半の学校が１学年３～５学級の小規模校化が予想
　される通学区

 １学年１学級の分校

平成11年7月22日　「大分県公立高等学校適正配置等懇話会報告」から

　　２年連続して在籍生徒数が総入学定員の３分の２
　未満（６６．７％）

Ａ

基　　　　　　　　　　準

　①　２年連続して在籍生徒数が総入学定員の３分の２
　　未満（６６．７％未満）

　②　２年連続して欠員があり、地元からの入学者が
　　地元卒業者の２分の１未満

　　２年連続して入学者が１０人未満

対　　　象

  １学年１学級の分校

  １学年２学級の学校

  定時制課程

　　２年連続して在籍生徒数が総入学定員の３分の２
　未満（６６．７％未満）

平成２２年４月から実施
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「高校改革」の経緯

年 月 内 容

平成 ５年 ５月 大分県学校教育審議会答申

○「生徒減少期に対応する高等学校教育の在り方について」

・高等学校入学者選抜制度の改善

・学校・学科の規模・配置の適正化

平成１１年 ７月 大分県公立高等学校適正配置等懇話会報告

○「大分県立高等学校の学校規模の適正化及び学校・学科の適正配置等

の在り方について」

・学校規模適正化及び学校・学科の適正配置

～募集停止基準の設定、普通科、総合学科の配置等について提言～

・社会の変化等に対応した高等学校教育の在り方

～単位制高校の設置、中高一貫教育の導入、女子高等学校の改編、

新しい学科の設置検討が必要と提言～

平成１６年１２月 高等学校改革プラン検討委員会報告

○「今後の県立高等学校の在り方について」

・高等学校の再編整備、通学区域制度の見直し、高等学校入学者選抜

制度の改善

～再編整備指針、平成２１年度までの再編整備計画、新しいタイプ

の学校、通学区域の拡大、教職員の意識改革について提言～

平成１７年 ３月 高等学校改革プラン検討委員会報告を踏まえ 「高校改革推進計画」策定、

○１０年後（平成２６年度）の高等学校の在るべき姿を見据え 「再編整、

備指針」に基づき当面２１年度までの前期再編整備計画を示す

「後期再編整備計画 （平成２２～２６年度）の策定に着手」

○第１回高等学校再編整備懇話会平成１９年１０月

・前期再編整備計画の成果・課題の説明と後期再編整備

計画の基本的な考え方を示す

○第２回高等学校再編整備懇話会平成２０年 １月

・ 検討素案」発表（１月９日）「

○地域別高校再編懇話会（６地域 、地域別説明会（各地）１月～ ）

○第３回高等学校再編整備懇話会４月

・地域別懇話会・説明会の報告

○「中間まとめ」発表（４月３０日）

○地域別高校再編懇話会（６地域 、地域別説明会（各地）５月～ ）

○パブリックコメント（５月８日～６月９日 ８人２３件）

※高校改革に関する説明会等

（平成２０年８月まで１２９カ所 約１６，０００人）
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「高校改革推進計画 （平成１７年３月２９日策定）からの抜粋等（再編整備関係）」

Ⅰ 高校改革推進計画策定の背景

１ 社会の変化

・情報化や科学技術の進展、少子化や高齢化など新たな課題の発生。

・規制緩和や地方分権など国や地方の在り方に関する基本的な枠組みの変化。

２ 生徒の多様化

・中学校卒業者のうち９８％が高校に進学 （平成１６年３月）。

・生徒の能力・適性、興味・関心、進路希望等の多様化。

３ 急激な生徒数の減少

・中学校卒業者数の急激な減少。

昭和３９年３６，７３６人をピークにして、平成１６年には１２，８７２人、

平成２６年には１０，６０６人に減少。

今後も急激な減少が見込まれる。

・公立高校第１学年平均学級数は平成１６年度現在４．６。

（全国７番目、九州で最も小さい学級数）

Ⅱ 高校改革推進計画の基本的な考え方

１ 適正な学校規模及び学校・学科の配置

（１）現状と課題

・平成１７年度公立高校（全日制、分校含む）における第１学年学級数３学級以下

の学校は、５３校中２０校 （全学校数の約４割）。

（２）計画の方向

・高校としての適正規模は、１学年６学級から８学級 （１学級４０人）。

学校・学科の配置や地域の実情等を勘案し、１学年４学級から５学級もやむを得

ない。

・適正規模の学校が必要な主な理由

①小中学生と異なり、高校生は厳しい現実の社会が目前。社会性・自主性・協調

性等を育むためには、多くの個性的な生徒と出会い、お互いに切磋琢磨する環

境が大切。

②進学や就職等の進路希望に適切に対応するためには、教科・科目の専門性を確

保することが大切 （教員数の確保）。

③自分の興味・関心に応じて、多くの部活動の中から選択できることも大切。
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２ 特色ある学校づくり

（１）現状と課題

・社会の変化、生徒の進路希望、興味・関心、生き方や考え方の多様化。

・以前から設置されている普通科、専門学科等の在り方も変化。

（２）計画の方向

① 新しいタイプの学校の設置・導入

・生徒の多様な学習ニーズに弾力的に対応するため、創意工夫ある教育課程の編成

等による学校の特色化の推進とともに、新しいタイプの学校を積極的に設置・導

入。

（ア）総合選択制高校

学科の専門性を維持しつつ、所属する学科の枠を超えて、他の学科の教科・科目

を選択履修できる高校。

（イ）中高一貫教育校

中学校、高校の６年間の継続した教育の中で、生徒の個性や創造性を伸ばしてい

く制度。普通科高校の選択肢の一つとして併設型中高一貫教育校を設置。

（ウ）単位制普通科高校

普通科高校において生徒が自己の進路希望に応じて科目を選択することができ、

進路に応じた効率的な学習ができる高校。

（エ）独立単位制高校

定時制と通信制の両方を設置している単位制の高校。定時制、通信制と単位制の

特色を生かし、自分の生活時間に合わせて学習することができる。定時制の昼間部

と夜間部、通信制との併修ができる。また、中途退学や生涯学習社会にも対応でき

る。
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対象校等 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

○三重高校、三重農
　業高校、緒方工業
　高校、竹田商業高
　校　最後の入学生

○募集停止
　（２・３年生が残
　　る）

○３年生のみ在籍
○年度末に４校閉校

○「新設高校開校準
　備室」を三重農業
　高校内に設置

○三重総合高校開校
　　１年生のみ在籍

○三重総合高校
　　１・２年生在籍

大分雄城台・
別府青山高校

○校内プロジェクト
　チームの立ち上げ
　調査・研究

○教育課程等整備、
　広報等

○単位制の導入 ○全学年に単位制
　導入

○校内プロジェクト
　チームの立ち上げ

○プロジェクトチー
　ムによる調査・研
　究

○中津商業高校、中
　津工業高校
  　最後の入学生

○全日制２・３年生
　定時制２・３・４
　年生が残る。

○学科名・学級数決
　定
　２０年３月

○「新設高校開校準
　備室」を中津工業
　高校内に設置

○新設高校開校
　　１年生のみ在籍

 前期再編整備計画（平成１７～２１年度）の進捗状況　（平成１７年３月２９日「高校改革推進計画」策定）

三重総合高校

（三重・三重農業・
   緒方工業・竹田商

業の統合）

○三重総合高校
　　全学年在籍

宇佐高校

（四日市・宇佐の統
  合）

○協議会の具体的な
  活動
　（統合に向けた教
    育課程や学校行
　　事、同窓会等の
　　調整）
○両校の１年生は３
　年次（１９年度）
　に同じ新設校の生
　徒となる。

○「新設高校開校準
　備室」を宇佐高校
　内に設置
○１年生は２年次、
　２年生は３年次に
　同じ新設校の生徒
　となる。

○宇佐高校開校
　　新設校１年生を
　募集と同時に、四
　日市・宇佐高校の
　２・３年生が同じ
　新設校の生徒とな
　る。
○全校生徒７０２人

○「単位制高校開校
　準備班」を高校改
　革推進室内に設置

○平成２２年４月開
  校

大分豊府
中高一貫教育校

○大分豊府高校内に
　プロジェクトチー
　ムの立ち上げ

○「県立中学校開校
　準備室」を大分豊
　府高校内に設置
　

○大分豊府中学校開
　校
 (中学１年：３学級)
 (高校１年：８学級
　　　２年：８学級
　　　３年：８学級)

○大分豊府中学校
　　全学年在籍

○総合選択制の導入
　（農・工・商・
　　家）

独立単位制高校

（碩信・大分中央・
  別府鶴見丘（定）

  の統合）

○高校改革推進室内
　業務として調査・
　研究
○文部科学省委嘱事
　業の活用
　　ステップ・アッ
　　プ協議会

　宇佐産業科学
　高校

（高田高校の商業科
  を統合）

○宇佐産業科学高校
　内にプロジェクト
　チームの立ち上げ

○プロジェクトチー
　ムによる調査・研
　究
○学科名・学級数決
　定　　１９年３月

○プロジェクトチー
　ムによる調査・研
　究
○中学校等への広報

○高校改革推進室内
　業務として調査・
　研究
○文部科学省委嘱事
　業の活用
　　ステップ・アッ
　　プ協議会

○独立単位制高校基
　本構想検討

○国東高校開校
　　新設校１年生を
　募集と同時に、国
　東農工・国東高校
　の２・３年生が同
　じ新設校の生徒と
　なる。
○双国高校は分校と
　なる。

中津地区新設校

（中津商業・中津工
  業の統合）

国東高校

（国東農工・国東・
双

　国の統合）

○統合のための協議
　会の設置
　（円滑な統合に向
　　けた具体的な協
　　議について）
○平成１８年度入試
　に係る申し合わせ
　事項のすりあわせ

○協議会の具体的な
　活動
　（統合に向けた学
　　校行事、同窓会
　　等の調整）
○双国高校普通科募
　集停止
　（商業科１学級）
○学科名・学級数決
　定　　１９年３月

○「新設高校開校準
　備室」を国東農工
　高校内に設置
○１年生は２年次、
　２年生は３年次に
　同じ新設校の生徒
　となる。

【平成１８年度】　→　平成２０年度完成

　三重高校
　三重農業高校　　　　　三重総合高校
　緒方工業高校
　竹田商業高校　　　　　三重総合高校久住校（分
校）

【平成１９年度】

　四日市高校　　　　　　宇佐高校
　宇佐高校

【平成２０年度】

　高田高校（商業科）　　　　　宇佐産業科学高校
　宇佐産業科学高校

【平成２０年度】

　国東農工高校　　　　　国東高校
　国東高校
　双国高校　　　　　　　国東高校双国校（分
校）

【平成２１年度】　→　平成２３年度完成

　中津商業高校　　　　　　中津地区新設校
　中津工業高校　　　　　　（定時制含む）

【平成１９年度】

　別府青山高校　　　　単位制普通科高校

【平成１９年度】

　大分雄城台高校　　　　単位制普通科高校

【平成２２年度】　→　平成２５年度完成

　別府鶴見丘高校（定）
　大分中央高校　　　　　　　　　独立単位制高校
　碩信高校　　　　　　　　　　　（大分市）

【平成１９年度】　→　平成２１年度完成

　大分豊府高校　　　　併設型中高一貫教育校
　　　　　　　　　　　（大分豊府中学校）

★ ★

★
★

★

★

★

★

　凡例　＿：設置場所
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大 分 県 中 学 校 卒 業 者 数 の 推 移

ピーク 昭和３９年 　【卒業者数】

年（３月） 卒業者数（人）
昭和 ５０ 20,022 ・Ｓ50～Ｈ２０：学校統計

５１ 18,629 ・Ｈ2１～Ｈ29：学校基本調査（H20．5．１）

５２ 18,563 ・Ｈ30～Ｈ31：統計調査課調査（H17．10．１）

５３ 17,967
５４ 18,289
５５ 18,451
５６ 16,889
５７ 16,104
５８ 18,946
５９ 18,906
６０ 18,791
６１ 18,899
６２ 19,539
６３ 20,147

平成 元 20,108
２ 19,973
３ 19,308
４ 18,736
５ 18,114
６ 17,782
７ 17,394
８ 16,457
９ 15,751
１０ 15,725
１１ 15,398
１２ 15,066
１３ 14,583
１４ 14,051
１５ 13,414
１６ 12,872
１７ 12,414
１８ 11,842
１９ 11,885 現学年
２０ 11,545 高１
２１ 11,507 中３
２２ 11,944 中２
２３ 11,153 中1
２４ 11,428 小6
２５ 11,290 小5
２６ 11,024 小4
２７ 10,894 小3
２８ 10,779 小2
２９ 10,906 小1
３０ 10,422
３１ 10,096

平成２０年７月２９日現在

３６，７３６人　

卒業者数（人）

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

５０ ５１ ５２ ５３ ５４ ５５ ５６ ５７ ５８ ５９ ６０ ６１ ６２ ６３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

11,842

20,147

-8,305
(-41.2%)

11,507
-335

(-2.8%)

11,024
-483

(-4.2%)

1
9



高校改革推進計画

後期再編整備計画

［平成２２～２７年度］

～ 特色・魅力・活力ある学校づくりに向けて ～

大分県教育庁高校改革推進室

〒870-8503

大分市府内町３丁目１０番１号

電話(097)536-1111（内線5606）

FAX (097)506-1796

http://koukoukaikaku.oita-ed.jp/

e-mail a31240@ed.pref.oita.lg.jp


